
＝
主
な
記
事
＝

10
月
31
日
衆
議
院
議
員
総
選
挙
…
…
…
2
面

新
庄
村
役
場
新
庁
舎
建
設
工
事
の
地
鎮
祭
…
３
面

保
育
所
入
所
受
付
…
…
…
…
…
…
…
…
４
面

新
庄
村
単
身
者
向
け
公
営
住
宅
の
建
設
開
始
…
５
面

新
庄
村
鳥
獣
害
対
策
研
修
会
…
…
…
…
６
面

お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

お
元
気
で
す
か
？
…
…
…
…
…
…
…
…
10
面

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
…
…
…
11
面

一
般
社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社
…
…
12
面

社
協
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13
面

小
中
学
校
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
14
面

立
ち
上
が
ろ
う
　み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

広報

No.477 の里 新庄
■人口動態■
令和３年10月29日現在

（  ）内は先月比
男 ……… 416人(－2）
女 ……… 460人(－2）
計 ……… 876人(－4）
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『 小さなだんじりが村内を駆け回りました！ 』『 小さなだんじりが村内を駆け回りました！ 』



広 報 新 庄第477号 令和３年11月19日発行（2）

投
票
結
果

　
当
日
数
権
者
数
　
７
５
３
人

　
　
男
　
３
５
１
人

　
　
女
　
４
０
２
人

　
投
票
者
数

　
　
男
　
２
７
８
人

　
　
女
　
３
０
７
人

　
　
投
票
率
　
７
７
．
６
９
％

開
票
結
果

　
小
選
挙
区
（
届
出
順
・
敬
称
略
）

　
　
あ
べ
俊
子
　
　
　
３
１
８
票

　
　
平
沼
正
二
郎
　
　
１
６
８
票

　
　
森
本
　
栄
　
　
　
　
７
０
票

　
　
尾
崎
　
ひ
ろ
子
　
　
２
２
票

　
　
無
効
　
　
　
　
　
　
　
７
票

　
比
例
代
表
（
届
出
順
）

　
　
国
民
民
主
党

　
　
　
　
　
　
１
３
．
９
７
９
票

　
　
公
明
党
　
　
　
　
１
２
４
票

　
　
社
会
民
主
党
　
　
　
　
８
票

　
　
れ
い
わ
新
選
組
　
　
１
３
票

　
　
日
本
維
新
の
会
　
　
１
９
票

　
　
自
由
民
主
党
　
　
２
４
５
票

　
　
立
憲
民
主
党
　

　
　
　
　
　
１
０
８
．
０
２
０
票

　
　
日
本
共
産
党
　
　
　
３
２
票

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
裁
判
し
て
る
党

　
　
弁
護
士
法
７
２
条
違
反
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
票

　
　
無
効
　
　
　
　
　
　
１
７
票

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
村
に
ふ
さ
わ
し
い
今
後
の
新
庄
村
公

民
館
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
た
め
、

第
６
回
目
の
検
討
委
員
会
を
10
月
26
日

（
火
）、
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
委
員
会
で
行
っ
て

き
ま
し
た
、「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の

あ
り
方
」
と
題
し
た
岡
山
大
学
大
学
院

　
熊
谷
教
授
の
講
義
や
、
「
特
徴
的
な

図
書
館
」
を
紹
介
し
た
建
築
家
で
村
政

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐
川
旭
氏
の
講
義
、

「
公
民
館
の
現
状
と
課
題
、
役
割
と
方

向
性
」
や
「
公
民
館
の
適
正
配
置
、
運

営
方
法
」
に
つ
い
て
委
員
で
議
論
し
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、西
粟
倉
村
「
あ
わ

く
ら
会
館
」と
鏡
野
町
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ

チ
館
」で
の
先
進
地
視
察
、
村
民
の
方

へ
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
な

ど
の
内
容
を
振
り
返
り
、
こ
れ
ま
で
出

さ
れ
た
意
見
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
か

ら
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
案
を
作
成
す

る
た
め
、
再
び
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

新
た
な
意
見
や
基
本
的
な
視
点
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
回
は
11
月
24
日
（
水
）
に
開
催
し
、

教
育
委
員
会
へ
提
出
す
る
答
申
案
の
内

容
に
つ
い
て
、
最
終
の
協
議
を
行
う
予

定
で
す
。

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

　
10
月
８
日
（
金
）、
岡
山
県
議
会
の

総
合
計
画
・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

に
所
属
す
る
県
議
会
議
員
10
名
が
、
本

村
の
地
方
創
生
に
関
す
る
調
査
の
た
め
、

視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
道
の
駅
「
が
い
せ
ん
桜
新

庄
宿
」
で
小
倉
村
長
が
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
後
、
役
場
職
員
が
地
方
創
生
に
関

す
る
取
組
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
が
い
せ
ん
桜
通
り
に
移
動

し
、
地
方
創
生
の
取
組
の
一
環
で
整
備

し
た
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
咲
蔵

家
．（
さ
く
ら
や
）」、「
新
庄
宿
須
貝
邸
」、

「
木
挽
家（
こ
び
き
や
）」、
そ
し
て
道

の
駅
に
戻
り
、
同
施
設
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
議
員
の
方
々
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
密
を
避
け
ら
れ
る
環
境
、
村
の
個
性

を
活
用
し
た
施
設
整
備
や
特
産
品
の
開

発
な
ど
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課
　
中
山
）

10
月
31
日

衆
議
院
議
員
総
選
挙

新
庄
村
公
民
館
あ
り
方
検
討
委
員
会

開
催

岡
山
県
議
会
議
員
の
視
察
が

行
わ
れ
ま
し
た
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新
庄
村
役
場
新
庁
舎
の
整
備
に
あ
た

り
地
鎮
祭
を
11
月
１
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
地
鎮
祭
に
は
、
村
長
を
は
じ
め
と
す

る
村
執
行
部
、
総
合
監
修
の
（
株
）
佐

川
旭
建
築
研
究
所
、
設
計
者
で
あ
る
木

村
設
計(

株)

、
施
工
者
で
あ
る
ア
イ
サ

ワ
・
梶
岡
・
三
木
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
の
参
加
の
他
、
新
庄
村
議
会
議

員
、
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
委
員
長
、

区
長
会
代
表
、
副
代
表
の
皆
様
に
来

賓
と
し
て
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
工
事
が
始
ま
り
、

新
庁
舎
の
完
成
は
令
和
４
年
11
月
の
予

定
で
す
。

（
総
務
企
画
課
　
池
田
）

　
例
年
10
月
に
開
催
し
て
い
る
「
長
寿

の
つ
ど
い
」
で
す
が
、
昨
年
に
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様

に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
今
年
度
、
米
寿
と
金
婚
式
の
対
象
で

記
念
写
真
の
撮
影
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、

10
月
10
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で

木
挽
家
写
真
館
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー

に
写
真
撮
影
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
米
寿
の
方
、
金
婚
式
の
ご
夫

婦
、
８
０
２
０
（
歯
科
）
受
賞
者
に
は
、

記
念
品
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
75
歳
以
上
の
名
簿
と
記
念
品

は
、
対
象
者
の
ご
自
宅
へ
愛
育
委
員
の

皆
さ
ん
に
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
愛
育
委
員
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
住
民
福
祉
課
　
岩
佐
）

　
令
和
３
年
度
岡
山
県
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
会
長
表
彰
を
大
原
地
区
の

山
口
周
治
氏
が
功
労
民
生
委
員
と
し
て

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
周
治
氏
は
、
平
成
22
年
12
月
１

日
か
ら
新
庄
村
民
生
委
員
と
し
て
地
域

住
民
と
の
関
わ
り
の
中
で
築
き
上
げ
た

信
頼
関
係
に
よ
り
積
極
的
に
活
動
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
民
生
委
員
活
動
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
岩
佐
）

　
毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１

週
間
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。
昭
和
24

年
以
来
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

の
た
め
、
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
全

国
で
様
々
な
啓
発
運
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
、
い
じ
め
や

虐
待
等
の
子
ど
も
の
人
権
問
題
、
外
国

人
や
障
害
の
あ
る
人
、
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
と
そ
の
家
族
な
ど
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る

誹
謗
中
傷
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題

が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
掲
げ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
国
民
一
人
一

人
が
人
権
尊
重
の
重
要
性
を
正
し
く
認

識
し
、
他
人
の
人
権
に
も
十
分
配
慮
し

た
行
動
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
皆
さ
ま
も
、
こ
の
機
会
に
「
思
い
や

り
の
心
」
や
「
か
け
が
え
の
な
い
命
」

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

岡
山
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
表
彰

新
庄
村
役
場
新
庁
舎
建
設
工
事
の

地
鎮
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た

第
73
回
人
権
週
間

米
寿・金
婚
式
記
念
写
真
撮
影
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令
和
４
年
度
新
庄
保
育
所
の
入
所
を

受
け
付
け
ま
す
。

〇
受
付
期
間

　
令
和
３
年
12
月
22
日
（
水
）
ま
で

○
対
象

・
現
在
園
を
利
用
し
て
い
る
児
童

・
新
年
度
入
所
希
望
児
童

・
年
度
途
中
入
所
希
望
児
童
（
対
象
　

年
齢
：
満
１
歳
の
誕
生
日
の
翌
日
　
か

ら
）

○
提
出
書
類

・
令
和
４
年
度
保
育
給
付
認
定
申
請
　

書
入
所
申
請
書

・
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
を
証
明
　

す
る
書
類

・
家
庭
状
況
調
査
票

・
個
人
番
号
申
告
書

○
申
込
提
出
先

　
提
出
書
類
は
役
場
住
民
福
祉
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
書
類
を
揃
え
て
、

役
場
住
民
福
祉
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　
期
間
終
了
後
も
随
時
受
付
を
し
て
い

ま
す
が
、
期
間
内
に
申
し
込
ま
れ
た
方

を
優
先
し
て
審
査
・
利
用
調
整
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
住
民
福
祉
課
　
髙
橋
）

　
新
庄
村
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝

う
成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
日
時

　
令
和
４
年
１
月
２
日
（
日
）

　
　
午
前
10
時
開
式

　
　
（
受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜
）

○
場
所
　
新
庄
村
公
民
館

○
対
象

　
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
現
在
新
庄

村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
び

に
新
庄
村
出
身
で
村
外
に
転
出
さ
れ
て

い
る
方
、
お
よ
び
平
成
29
年
３
月
に
新

庄
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
。

○
参
加
申
込
み

　
新
庄
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
に

は
11
月
中
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
同
封
の
は
が
き
で
出
欠
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
新
庄
村
教
育
委
員
会

　
　
０
８
６
７-

５
６-

３
１
７
８

（
公
民
館
　
高
岡
）

◇
新
春
の
走
り
初
め
で

　
　
さ
わ
や
か
な
ス
タ
ー
ト
を
!!

【
開
催
日
】

　
　
令
和
４
年
１
月
２
日
（
日
）

【
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
会
場
】

　
　
新
庄
村
公
民
館
前

【
受
付
会
場
・
受
付
時
間
】

　
　
新
庄
村
公
民
館
前

　
　
午
前
10
時
　
〜
　
受
付

　
　
午
前
11
時
30
分
ス
タ
ー
ト

【
コ
ー
ス
】

　
　
2.0
㎞

　
　
3.5
㎞

　
　
5.2
㎞
の
３
コ
ー
ス

　
参
加
選
手
全
員
に
参
加
賞
・
完
走
証

を
進
呈
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
近
所
、
帰
省
の
方
々
な

ど
多
数
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
下

さ
い
。

(

公
民
館
　
川
端)

　
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
主
催
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
２
０
２
１
が
10
月
27
日

（
水
）
に
全
国
一
斉
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
、
新
庄
村
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
と
し
て
、
従
来
の
方
式
で
あ

る
自
治
体
同
士
で
対
戦
を
行
い
、
参
加

率
を
競
う
方
法
で
は
な
く
、
対
戦
を
行

わ
な
い
「
オ
ー
プ
ン
参
加
」
の
形
で
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
従
来
の
形
式
で
は
な
い
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
と
い
っ
た
様
々
な
運
動
を

は
じ
め
、
多
く
の
村
民
の
皆
様
、
並
び

に
村
外
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様
の
御
協
力
の
甲
斐
も
あ
り
、

参
加
者
総
数
は
４
２
２
名
、
人
口
に
対

す
る
参
加
率
は
４
６
・
３
％
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
新
庄
村
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
参
加
率
は
オ
ー
プ
ン
参
加
で

取
り
組
ん
だ
自
治
体
の
中
で
は
最
も
高

い
も
の
で
あ
り
、
村
民
皆
様
の
運
動
へ

の
意
欲
の
高
さ
が
窺
い
知
れ
た
も
の
で

し
た
。

　
今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
が
村
民
の

皆
様
の
体
を
動
か
す
こ
と
へ
の
醍
醐
味

を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ

れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
参
加
頂
い
た
方
は

も
ち
ろ
ん
、
準
備
や
開
催
に
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
重
ね
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
　
川
端
）

「
保
育
所
入
所
受
付
」

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
２
１
】

新
庄
村
「
成
人
式
」
の
ご
案
内

第
39
回
新
庄
村
体
力
づ
く
り

新
春
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
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新
庄
村
で
は
、
移
住
・
定
住
者
の

受
け
入
れ
先
を
増
や
す
た
め
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
２
棟
目
の
単
身
者
向

け
の
住
宅
を
が
い
せ
ん
桜
団
地
に
建

設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
着
工
に
伴
い
、
10
月
20
日
に

関
係
者
に
よ
る
地
鎮
祭
を
行
い
、
工

事
の
無
事
完
成
を
祈
り
ま
し
た
。
完

成
は
、
令
和
４
年
３
月
中
旬
を
目
標

と
し
て
お
り
、
入
居
募
集
は
、
同
月

下
旬
の
予
定
で
す
。

　
近
隣
住
民
の
皆
様
に
は
、
工
事
に

際
し
て
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
前
原
）

新
庄
村
単
身
者
向
け
公
営

住
宅
の
建
設
開
始
に
つ
い
て

○外観イメージ

請 負 業 者 契 約 金 額
(株)タブチ

工　期
20,200千円（22,220千円） 令和4年3月31日
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な
お
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
防
護
柵

等
の
購
入
に
あ
た
り
、
村
補
助
金
を

活
用
い
た
だ
き
、
村
全
体
で
農
作
物

等
の
被
害
を
減
少
さ
せ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

（
産
業
建
設
課
　
柴
田
）

　
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
方
（
趣
味
の
範

囲
で
飼
育
し
て
い
る
方
を
含
む
）
は
、

養
蜂
振
興
法
に
基
づ
く
「
蜜
蜂
飼
育

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
届
出
対
象
者
】

・
原
則
、
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
全
て

　
の
方
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、

　
一
部
届
出
不
要
の
場
合
も
あ
り

　
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
下
記
の

　
県
民
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

【
届
出
時
期
】

・
毎
年
１
月
31
日
ま
で

　
（
年
途
中
で
新
た
に
蜜
蜂
の
飼

　
育
を
始
め
た
場
合
は
、
随
時
届

　
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
）

【
届
出
事
項
】

・
届
出
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

　
番
号
、
飼
育
場
所
、
飼
育
予
定

　
蜂
群
数
な
ど

【
届
出
書
類
】

・
岡
山
県
農
林
水
産
部
畜
産
課

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（http://w
w
w
.pref.okayam

a.

　jp/page/406857.htm
l

）
か

ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

た
だ
く
か
、
下
記
の
県
民
局
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
書
類
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
岡
山
県
　
美
作
県
民
局
　
農
林

　
水
産
事
業
部
　
農
畜
産
物
生
産

　
課
　
畜
産
第
二
班

〒
７
１
７
ー
８
５
０
１

真
庭
市
勝
山
５
９
１

電
話
：（
０
８
６
７
）４
４
ー
７
５
６
４

【
そ
の
他
】

・
届
出
に
手
数
料
は
必
要
あ
り
ま

　
せ
ん
。

・
そ
の
他
、
蜜
蜂
飼
育
届
に
つ
い

　
て
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た

　
ら
、
上
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
連

　
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
15
日
（
金
）
秋
の
ふ
る
さ
と

小
包
の
発
送
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
送
作
業
に
は
加
工
団
体
の
方
を

始
め
、
多
く
の
村
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
３
７
３
箱
の
小
包

を
全
国
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
包
の
品
目
は
、
出
雲
街
道
結
び
米

２
種
、
幸
せ
の
サ
ル
ナ
シ
酢
、
山
蕗

の
佃
煮
、
五
目
ご
飯
の
素
、
あ
ま
ご

の
甘
露
煮
と
、
新
庄
村
の
秋
の
新
米

な
ど
、
里
山
の
味
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
内
容
を
厳
選
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
回
12
月
に
発
送
を
予
定
し
て
い

る
冬
の
ふ
る
さ
と
小
包
は
、
ひ
め
の

も
ち
を
中
心
と
し
た
セ
ッ
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
親
戚
、

ご
友
人
へ
の
贈
り
物
に
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（

産
業
建
設
課
　
小
畑
）

秋
の
ふ
る
さ
と
小
包
発
送

　
10
月
９

日
（
土
）

新
庄
村
中

央
公
民
館

大
会
議
室

で
「
新
庄

村
鳥
獣
害

対
策
研
修

会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
村
で
は
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
と
サ
ル

の
農
作
物
等
の
被
害
が
多
発
し
て
い

る
た
め
、
（
株
）
野
生
鳥
獣
対
策
連

携
セ
ン
タ
ー
阿
部
豪
氏
を
お
招
き
し
、

イ
ノ
シ
シ
と
サ
ル
の
防
護
の
考
え
方

や
防
護
の
手
段
の
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
阿
部
氏
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
は
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
、
サ
ル
に
は
金
網

と
電
気
の
複
合
柵
の
防
護
柵
が
有
効

で
、
防
護
柵
を
有
効
に
使
う
た
め
の

基
本
３
原
則
は
、

①「
飛
び
越
せ
る
」、「
潜
り
込
め
る
」

と
思
わ
せ
な
い

②
農
作
物
の
味
を
覚
え
さ
せ
な
い

③
し
び
れ
な
い
電
気
柵
は
設
置
し
な

いと
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〜
蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
皆
様
へ
〜

新
庄
村
鳥
獣
害
対
策
研
修
会



広 報 新 庄 第477号令和３年11月19日発行（7）

　
11
月
１
日
（
月
）、
新
庄
村
愛
育

委
員
会
の
佐
藤
会
長
と
渡
邉
副
会
長

よ
り
、
新
庄
村
国
民
健
康
保
険
診
療

所
と
新
庄
村
役
場
に
そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
真
庭
保
健
所
管
内
愛
育

委
員
連
合
会
が
、
昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
真

庭
管
内
の
医
療
従
事
者
の
方
々
に
感

謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
、
会
員
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
り
作
成
し
た
も
の

で
す
。
各
医
療
機
関
と
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
携
わ
っ
て
い
る
行
政
機
関
に

も
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
愛

育
委
員
に
よ
り
贈
呈
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
新
庄
村
で
は
診
療
所
を
代
表
し
て

大
槻
医
師
に
、
新
庄
村
役
場
を
代
表

し
て
小
倉
村
長
に
受
け
取
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
住
民
の
皆

様
に
も
ご
覧
い
た
た
だ
け
る
場
所
に

飾
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
谷
川
）

火
葬
場
の
改
修
に
つ
い
て

　
新
庄
村
火

葬
場
は
、
老

朽
化
が
進
ん

で
い
た
た
め
、

７
月
よ
り
改

修
工
事
を
行

っ
て
い
ま
し

た
が
、
11
月

に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
修
で
は
、
火
葬
場
棟
の

外
観
、
ホ
ー
ル
、
ポ
ー
チ
、
休
憩
室

棟
の
外
壁
一
部
を
新
し
い
も
の
に
交

換
し
、
煙
突
の
補
強
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
火
葬
場
を
長
く
、
快
適

に
使
用
し
て
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
改
修
期
間
中
は
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
住
民
福
祉
課
　
髙
橋
）

　
10
月
28
日

（
木
）、「
見
守

り
力
ア
ッ
プ
講

座
」
が
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、

12
名
の
住
民
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
適
格
消

費
者
団
体
特
定
非
営
利
活
動
法
人
消

費
者
ネ
ッ
ト
お
か
や
ま
理
事
・
事
務

局
長
で
司
法
書
士
の
大
賀
宗
夫
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
消
費
者
被
害

の
現
状
や
最
近
の
詐
欺
の
手
口
、
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
の
活
用
方
法
な

ど
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者

ネ
ッ
ト
お
か
や
ま
の
岡
山
県
委
託
事

業
で
あ
り
、
日
頃
の
地
域
の
見
守
り

に
消
費
者
被
害
の
知
識
を
プ
ラ
ス
し
、

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

真
剣
に
メ
モ
を
取
ら
れ
た
り
、
質
問

を
さ
れ
た
り
と
、
貴
重
な
機
会
の
場

の
活
用
に
勤
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

（
住
民
福
祉
課
　
谷
川
）

【
新
庄
村
火
葬
場
】

【
見
守
り
力
ア
ッ
プ
講
座
】

真
庭
保
健
所
管
内
愛
育
委
員
連
合
会

　「
医
療
従
事
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
」
贈
呈
に
つ
い
て
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新
庄
村
公
民
館
図
書
室
に
は
、
一
般

図
書
と
児
童
図
書
だ
け
で
は
な
く
、
雑

誌
も
置
い
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
公
民

館
の
雑
誌
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
き
ょ
う
の
健
康
』

日
々
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情
報

が
た
く
さ
ん
。

『
き
ょ
う
の
料
理
』
　

安
心
、
お
い
し
い
、
健
康
な
家
庭

料
理
レ
シ
ピ
満
載
。

『
趣
味
の
園
芸
』

植
物
と
共
に
豊
か
な
暮
ら
し
を
。

『
す
て
き
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
』

手
作
り
の
楽
し
さ
を
、
わ
か
り
や

す
く
解
説
。

『
暮
し
の
手
帖
』

毎
日
を
て
い
ね
い
に
、
心
豊
か
に

過
ご
す
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
。

『
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
』

楽
し
み
な
が
ら
写
真
が
上
手
に
な
る

カ
メ
ラ
雑
誌
。

『
ニ
ュ
ー
ト
ン
』

驚
き
と
興
奮
の
サ
イ
エ
ン
ス
マ
ガ
ジ

ン
。

『
ソ
ト
コ
ト
』

未
来
を
つ
く
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ガ
ジ

ン
。

11
月
の
納
税

国
保
税
　
　
　
（
６
期
）

納
期
限
　
11
月
30
日
（
火
）

年
　金
　相
　談

お

ら
知

せ

　
12
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
色
々
な
雑
誌
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

　
12
月
の
風
の
子
文
庫
さ
ん
に
よ
る
、

絵
本
の
読
み
き
か
せ
会
の
日
程
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　
　
12
月
１
日
（
水
）
15
時
〜
16
時

　
　
12
月
８
日
（
水
）
15
時
〜
16
時

　
　
12
月
15
日
（
水
）
15
時
〜
16
時

【
開
催
場
所
】

　
　
新
庄
村
公
民
館
　
児
童
図
書
室

　
天
候
や
行
事
等
で
お
休
み
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
場
合

は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

(

公
民
館
図
書
室
　
多
久
間)

（8）

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
３
年
10
月
受
付
分

死
亡
届
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
３
年
10
月
６
日

　
横
山
　
政
友
（
71
歳
）

＊
令
和
３
年
10
月
23
日

　
西
本
　
至
廣
（
68
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
高
橋
）

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り

日
　
時

　
12
月
９
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

　
12
月
23
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

場
　
所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

　
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押

　
し
て
下
さ
い
。

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前

　
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

　
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

　
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

　
必
要
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

　
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ

　
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
髙
橋
）
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（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

金
盛

　啓
子

三
鴨

　浩
子

田
中

　艸
林

大
月

　幸
子

光
島

　宏
美

南
亭

　骨
太

今
月
の
俳
句

駕
籠
に
乗
る
医
者
の
在
り
し
日
秋
の
宵

ブ
ラ
ン
コ
や
漕
げ
漕
げ
も
っ
と
秋
高
し

竜
胆
を
避
け
て
草
刈
る
山
の
裾

秋
麗
ハ
イ
ハ
イ
の
曽
孫
歩
き
初
め

初
雪
に
は
し
ゃ
ぎ
し
吾
子
の
手
は
真
っ
赤

詣
で
る
は
伊
勢
か
熊
野
か
夏
の
蟻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

区 分
村　内

９月期
件 数
死 者

軽 傷
重 傷

0
0
0

0件
0人
0人

2
0
0

34件
0人

0 0人 2 33人
10人

本年の累計 ９月期

９月期の交通事故発生状況

本年の累計
真庭市内

（総務企画課　岩佐）

工事等入札結果

新庄村役場新庁舎建設工事令和3年10月8日 アイサワ・梶岡・三木特定建設工事共同企業体 令和4年11月30日608,000千円（668,800千円）

公共施設トイレ改修工事令和3年10月15日 (有)オオタ電業 令和4年1月14日6,300千円 （6,930千円）

新庄小学校トイレ改修工事令和3年10月25日 (有)オオタ電業 令和4年3月25日4,850千円 （5,335千円）

新庄中学校トイレ改修工事令和3年10月25日 (有)オオタ電業 令和4年3月25日6,930千円 （7,623千円）

業　　者　　名 落札価格（契約金額)事　　業　　名入 札 日 工 期

（9）

事

故



広 報 新 庄第477号 令和３年11月19日発行（10）

冬場はノロウイルスに要注意
　さまざまな原因によって引き起こされる食中毒です
が、最も多いのがノロウイルスによる食中毒です。
　11月から２月に流行のピークを迎えるノロウイルス
は、感染力が非常に強く、感染すると腹痛や激しい下
痢、嘔吐などの症状に襲われます。抵抗力の弱い乳幼
児や高齢者が感染すると、脱水症状を起こし、重症化
する恐れがあるため注意が必要です。今回は、食中毒
を防ぐ方法について紹介します。

○徹底した手洗い
　まずは、手に付着したウイルスを洗い流すことが重要です。
こまめな手洗いを心がけましょう。石けんは、ウイルスを手指
から剥がれやすくする効果があります。すすぎは温水による流
水で十分に行い、清潔なタオルやペーパータオルで手を拭きま
す。タオルの共有はしないようにしましょう

○食品の十分な加熱
　牡蠣などの二枚貝を食べるときには、生食を避け、フライや鍋物
にするなど、十分に加熱処理を行うことが重要です。食品の中心部
が85～90度の状態で、90秒以上の加熱を行ってください

○調理器具の消毒・殺菌
　調理に使用したまな板や包丁、ふきん、調理台などにもウイルスが付着している可能
性があります。使用後はすぐに洗浄し、加熱できるものであれば、85度以上の熱湯で１
分以上の加熱を行ってください。調理器具は、希釈した次亜塩素酸ナトリウム（濃度
0.02％）で浸すように拭くことでウイルスを失活化できます。

（住民福祉課　有吉）

〜お元気ですか？〜
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「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ

や
ま
」
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
生

活
支
援
を
目
的
と
し
て
、
悩
み
ご

と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
も
対
応
し
て
い
ま
す
）

●
相
談
内
容
　

労
働
、
福
祉
、
債
務
、
法

律
、
生
活
相
談
な
ど

※

な
お
、
裁
判
や
実
務
依
頼
　
な

ど
の
場
合
は
、
費
用
が
必
要
で
す
。

●
相
談
日

　
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
前
１
０
時
〜
午
後
５
時

　
（
祝
日
は
除
く
）

■
場
所

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ

や
ま
（
津
山
市
山
下
９
２―

１
・

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
）

℡
：
０
８
６
８（
３
５
）２
４
３
３

（
総
務
企
画
課
　
稲
田
）

悩
み
ご
と
無
料
相
談
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み
な
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
一

般
社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社
で
す
。

９
月
の
広
報
誌
で
は
農
業
公
社
の
仕
事

内
容
や
、
職
員
の
自
己
紹
介
な
ど
を
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
月
は
収

穫
の
話
に
な
り
ま
す
。

　　
９
月
中
旬
頃
か
ら
稲
刈
り
が
始
ま
り
、

コ
ン
バ
イ
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
方
に

は
大
変
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
公
社
で

も
コ
ン
バ
イ
ン
を
、
お
借
り
し
て
稲
刈

り
を
行
い
し
ま
し
た
。

　
関
根
と
池
田
は
久
し
ぶ
り
の
稲
刈
り

で
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
。
坂
本
も
コ
ン

バ
イ
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
作
業
は
初
め

て
で
し
た
。
３
人
で
協
力
し
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。
大
き
い
圃
場
も
あ
れ
ば
、

小
さ
い
圃
場
や
稲
が
倒
れ
て
い
る
圃
場
、

ま
だ
乾
き
が
あ
ま
い
圃
場
も…

。
農
業

の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

初
日
の
稲
刈
り
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
10
月
の
初
旬
頃
に
す
べ
て
の
圃
場
の

稲
刈
り
が
終
わ
り
ま
し
た
。
田
浪
地
区

で
栽
培
し
て
い
た
う
る
ち
米
は
、
イ
モ

チ
病
の
発
生
に
よ
り
減
収
と
な
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
収
穫
は
勉
強
に
な
る
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。

　
９
月
末
か
ら
白
ネ
ギ
の
収
穫
も
始
ま

り
ま
し
た
。
出
荷
先
は
主
に
、
農
協
、

源
流
農
産
物
の
会
、
道
の
駅
な
ど
で
す
。

 

　
白
ネ
ギ
の
選
果
作
業
も
初
め
て
な

の
で
、
村
内
の
方
に
何
度
も
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
夏
前
か
ら
除
草
、
土

よ
せ
作
業
を
頑
張
っ
て
き
た
の
で
、
初

出
荷
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
ネ
ギ
の
作
業
小
屋
と
し
て
、
農
業
公

社
の
事
務
所
前
の
倉
庫
を
お
借
り
ま
し

た
。
初
め
は
電
気
も
通
っ
て
お
ら
ず
、

夕
方
に
は
薄
暗
い
な
か
作
業
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
（
今
は
電
気
が
通
っ

て
い
ま
す
）。
13
ア
ー
ル
の
畑
に
栽
培

し
て
い
る
白
ネ
ギ
は
、
抜
い
て
も
な

か
な
か
減
り
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
白

ネ
ギ
の
作
業
が
続
き
そ
う
で
す
。

　
作
業
小
屋
で
ネ
ギ
の
選
果
作
業
を
し

て
い
る
と
、
た
く
さ
ん
の
方
が
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
米
、
野
菜
を
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
経

験
し
て
、
今
年
度
の
課
題
が
見
つ
か
っ

た
様
に
思
い
ま
す
。
来
年
度
は
少
し
で

も
克
服
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
７
月
の
栽
培
講
習
会
で
、
太
陽
熱
養

生
処
理
を
行
っ
た
畑
（
宝
田
）
で
栽
培

し
た
、
ほ
う
れ
ん
草
も
収
穫
が
始
ま
り

ま
し
た
。
２
畝
で
少
量
で
す
が
、
道
の

駅
な
ど
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
　
新
庄
村
農
業
公
社

℡
　
４
５―

７
５
０
７

ご
相
談
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で

も
ご
連
絡
下
さ
い
。

あ
な
た
の
そ
ば
に
よ
り
そ
う
チ
カ
ラ

あ
な
た
の
そ
ば
に
よ
り
そ
う
チ
カ
ラ

一
般
社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社

白
ネ
ギ
作
業
が
大
忙
し
で
す

米
の
収
穫
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

有
機
栽
培
で
ほ
う
れ
ん
草
も
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10
月
の
活
動

12
日
　
第
２
回
奉
仕
作
業
（
56
名
）

19
日
　
中
学
生
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
58
名
）

奉
仕
作
業

　
今
年
度
２
回
目
の
奉
仕
作
業
は
、

雨
の
心
配
を
し
な
が
ら
も
予
定
通
り

最
後
ま
で
実
施
で
き
、
ふ
れ
あ
い
公

園
の
隅
々
ま
で
手
入
れ
が
行
き
届
き

ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
令
和
３
年
度
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
表
彰
と
し
て
、
友
楽
ク

ラ
ブ
平
野
壽
一
さ
ん
が
特
別
功
労
者

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
野
さ
ん
は
平
成
29
年
か
ら
４
年

間
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
、
そ
し
て
新
庄

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理
事
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
功
績
を
た

た
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
岡
山
県
総
合
社
会

福
祉
大
会
で
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
観
点
か
ら

開
催
中
止
と
な
っ

た
た
め
、
岡
本
会

長
よ
り
賞
状
及
び

記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。11

月
の
活
動
予
定

24
日
　
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
勝
央
町
）

12
月
の
活
動
予
定

１
日
　
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
予

　
　
　
備
日

16
日
　
美
作
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会
　
（
美
作
市
）

　
　
　
　
　
　
雨
天
の
場
合
17
日

　
10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
参
加

し
、
ペ
タ
ン
ク
を
行
い
ま
し
た
。
一

人
投
げ
る
度
に
、
拍
手
や
「
い
い
と

こ
に
い
っ
た
な
ぁ
」
「
あ
ー
ち
ょ
っ

と
外
れ
た
」
な
ど
の
会
話
も
弾
み
、

と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
真
剣
に
狙
い
を
定
め
て
い
る

表
情
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
、
残
念
そ

う
な
表
情
も
み
ら
れ
、
頭
と
身
体
の

良
い
運
動
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

天
気
の
良
い
日
に
は
歩
行
運
動
と
し

て
セ
ン
タ
ー
の
周
り
を
歩
い
て
、

木
々
の
紅
葉
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
寒
い
冬
の
季
節
に
は

活
動
量
が
減
っ
て
き
ま
す
。
引
き
続

き
感
染
症
予
防
に
努
め
、
利
用
者
様

の
体
調
管
理
や
体
力
維
持
に
つ
な
が

る
よ
う
、
楽
し
く
運
動
な
ど
の
活
動

が
出
来
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
干
し
柿
作
り
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
さ
く
ら
の
里
利
用
者
の

皆
様
も
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
み

ん
な
で
柿
を
剥
き
ま
し
た
。
　
美
味

し
い
干
し
柿
が
出
来
る
の
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

【
ご
寄
付
】

10
月
１
日
〜
10
月
31
日

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

池
田
仁
美
　
様
　
横
山
松
子
　
様

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

小
規
模
活
動
紹
介

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
活
動
紹
介

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　5
6‐2
0
0
1
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小中学校だより小中学校だより小中学校だより
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　１０月３０日（土）に、小中学校合同で「学習発表会」を行いました。ご家族や来賓の方々
にご観覧いただきました。
　第１部は、中学３年生による迫力ある和太鼓で幕を開け、小学生の元気あふれる歌声の合唱、
練習を積み重ねた中学１・２年生の合奏、中学生の美しいハーモニーの合唱の発表でした。
　第２部は、かわいいネズミさんに扮して跳び箱、一輪車、フラフープ、縄跳び等の演技を見
事に披露した小学１・２年生の劇。国語の授業で学習した『ごんぎつね』に創作を加えた小学
３・４年生の劇。地域の方から村について教わったことを活かして２０年後の新庄村について
考えた５・６年生の劇。どの発表も大変素晴らしかったです。
　第３部は、中学生が総合的な学習の時間に取り組んでいる盆踊り・商品開発・新庄村ＰＲ・
観光地紹介について発表しました。最後は、全員で小中学校の校歌を合唱して幕を閉じました。
　児童生徒たちにとって達成感のある学習発表会となりました。

（新庄中学校　小川）

小中学校合同学習発表会小中学校合同学習発表会

　１０月１３日（水）に、「令和３年度新庄村小中一貫教育校研究発表会」を行いました。本
年度も、村内外より約４０名の方々にご参加いただきました。
　小学校５・６年、中学校３年で道徳科の公開授業を見ていただきました。授業では、道徳的
価値について考えをもち、友だちとの話し合いを通して理解を深め、これからの自分に活かそ
うとすることを目指しています。
　小学校５・６年では「勤労」について、中学校３年では「社会参画」についての授業でした。
どちらの学級でも、児童生徒は進んで自分の考えを発表したり友だちと意見を交換したりする
姿が見られました。
　その後の授業検討会では、石倉教育長のあいさつに続き、本校の教育研究についての発表、
鳴門教育大学の泰山裕先生からの指導助言があり、多くの学びを得た一日となりました。

（新庄小学校　熊谷）

小中一貫教育校　研究発表会を開催小中一貫教育校　研究発表会を開催


